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バシトラシソの鶏卵への移行と血清中  

分布濃度との関連について  

名倉清一・斉藤季彦・永田信一  

米沢昭一●・野川浩正●・吉村治郎●  

明がなされたわけではない．   

本試験は．動物薬として特に飼料添加による発  

育促進の効果が高く評価され腸管吸収性が悪い6）  

（体内残留を問題視する立場からは利点）ことか  

ら今後飼料添加剤として大いに伸びる可能性が考  
えられるバシトラシ∵／について．産卵鶏を用い鶏  

卵への移行と血清中分布渡度に′》、て試験を行った．  

試験材料および方法   

供試鶏飼養方法  
供託抗生物質：亜鉛パシトラシソ・力価46りんg  

（日本化薬KK）．  

供試鶏：白色レタホーン種・雌・試験開始時ふ化  

後445日齢鶏．  

試験期間：昭和48年7月10日から7月30日．  

試験区分：表1のとおりである．  

ま え が き  

抗生物質は各種細菌感染症の治療薬や感染防止  

として，また．若齢家畜家禽の成長促進などに広  

く用いられている．   

畜産食品中の抗生物質の残留については，1962  

年WHO専門委員会で公衆衛生上の問題として提  

起され，1968年第12回食品添加物に関する  

FAO／／WHO合同委員会報告で安全性の評価1）  

とその分析法2）が提示された．この頃から動物に  

用いる抗生物質が，畜産食品中の残留問題と結び  

つけて一般の関心を集めるようになった．   

抗生物質の残軌こついては，今日のように一般  

に注目されなかった1960年頃から，農林省動  

物医薬品検査所において数多くの研究が行われて  

きたヲ■4■5）しか し，すべての抗生物質について究  

表1．試 験 区 分  

項目  供試  バシトラシソ  準備期間   投与期間   投与中止後  
添加量  採取期間  
（飼料1g中）   （7日）   （7日）   （7日）   

験1 区  10  l．000単位  
鶏  
卵  〝 2区   10  500〝   全区対照区飼  各区当該試験  全区対照区飼  
採  
取  3 区  20〝  料を給与   飼料を給与   料を給与   
区   
対 照 区   10  0〝  

血  1 区  1，000単位  
液  
採  II 2区  500〝  
取  
区   ′′ 3区   20〝   

◆農林省動物医薬品検査所   
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供試飼料：蓑2のとおりである．  

表2．供試飼料配合割合  

その他の飼養管理は当場の常法によって行った．  

試料の採取方法  
鶏卵：集卵は午前11時30分と午後4時の2同  

行い，個体産卵記録を行うと同時に卵に試験区番  

号，個体番号，産卵時刻（午前・午後）記号を付  

し，卵殻の裏面に付着しているホコリを水洗し試  

験区ごとにポリ袋に入れ直ちに－20℃のフリー  

ザーに保管した．  

血清：採血は各試験区の羽教の半数から毎日交互  

に行い，滅菌小試験管に2乃至3mlを採血．血清  

を分離し別の小試験管に取り試験区名，個体番号  

を記入のうえ密封して一20℃のフリーザーに保  

管した．   

なお，対照血清には添加飼料給与開始前に採取  

したものを用いた．  

抗生物質定量方法   
バシトラシソの定量は平板円筒法による生物学  
的定量法2）によった．   

なお，検出限界は卵黄はIg中0．15単位，卵  

白については1g中0．10単軋 血清については  

1ml中0．025単位である．  

試 験 結 果   

1．飼養試験成績   

飼養試験の成煩は衰3，4．5に示すとおりで  

ある．   

卵 率   

品  名  割 合  品  名  割 合   
とうもろこし  50．00  微量ミネラル  0．05   

マ  イ  ロ  17．00  ㊥ミこ〃lDE剤  0．05   

延   5．00  ビタミソB群  0．05   

脱 脂 米 糖  4．50  塩化コ品石％）   0．15   

大豆柏  計   100  

魚  柏  量  

7ルフ丁ルフ7－ ミーー几   
炭酸かレシウム  5．20  T D N  66．00   

リソ酸三石灰  1．10  C  A   2．86   

食  塩  0．40   P   0．76  

表1の対照区および準備期間，投与中止後の給  

与飼料は表2の飼料を給与し，試験区の投与期間  

のみ表2飼料にバシトラシソl，000，50D，  

20．iu／gを添加したものを給与した．  

飼養方法：鶏の飼養は単飼ケージに収容し，飼料  

給与は】日l回1羽当り150gを給も 残景は  

翌日の給与時に区ごとに秤量した＿   

体要は試験開始時．パシトラシソ添加飼料給与  

開始時．添加飼料給与中止時および試験終了時に  

個体別に秤景した．  

表3．産  

投 与 中 止 後  

1 2  3  ′t  5  6  丁  Ⅰ  2  3  ′1 5  6  7  l  Z  ユ  イ  5  6  7   

試玖l区  

′′2区  90Tq4080908070  

′′3【賓  60908しI5060♭070  

ダJ肘匡   70506090507080   
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表4．飼料摂取量   

』■■■M■■■鴎  投  与  郷  間   投 与 中 止 経  

1  2  3  ′1  5  6  7   董  2  3  4  5  6  7  1  2  3  1  5  6  了   

試斡】区  

〝2区  1（X〉1091121】01061】71t（l  

／′3区  〝  】1011IllO1071】111∫1113  

対照区   0   】】7‖9】2111ZllO11912l   

注＝】日】罰当り頗位g  

表5．   体  重  

注：平均l羽当り単位g   

産卵率は，準備期間・投与期間・投与中止後の  

3期間とも各区の問に有意の差は認められなかっ  

た．   

飼料摂取最は，対照区が他の3区よりもわずか  

に多かった．これは供試鶏の試験区分にあたって，  

試験開始前20日間の産卵記録によって均一にな  

るよう配分し，体乗について特に考慮しなかった  

ので対照区の体重が他の試験区より若干重くなっ  
た関係と推察される．なお，試験区の準備期聞・  

投与期間・投与中止後の飼料摂取量からみても供  
試薬投与の関係とは思われない．   

体重軋 試験1区で試験開始時よりわずかずつ  

増加しているが，他の試験区ではこのような傾向  

は認められなかった．しかし．試験1区における  

このような状態も特に授与供試薬量の影響による  
ものとは考えられない．   

そのほか，各区の間に外観観察からは差異は認  

められなかった．  

2．抗生物質の移行・残留  

（1）鶏卵への移行残留   

試験期間中の全生産卵について定量を行ったが，  

いづれの試験区から採取した卵からも，バシトラ  

シソは検出されなかった．  

（2）血清への移行残留   

投与期間中における血清中のバシトラシソ濃度  
は衷6のとおりである．   
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表6．血清中の／てシトラシソ濃度  

42  

投 与 期 間   
2 ：i 4  5  6  7   

00．0320 0  

2  O O 0  

3  O O 0  

4  00．0390  

00．0320  

試験1区（1・000単位／g（飼料））   6  

5 O 

O O 0  

7  O O 0  

8  0．0390 0  

9  0．0510．0430  

10  00．0380   

00，0360 0  

2  O O 0  

3  00．0400  

4  00．0340  

00．0320  

試験2区（500単位／g（飼料）〕   
5  

6  0．0330 0  

7  O O 0  

8  O O 0  

9  O O 0  

10  O O 0   

0 O O 0  

2  O O 0  

3  O O 0  

4  O O 0  

O O 0  

試験3区〔20単位／g（飼料）〕   
5  

6  O O 0  

7  O O 0  

8  O O 0  

9  O O 0  

10  O O 0  

注：血清1ml中の単位  

試験1区のl．000単位投与区では投与開始2  

日目から5日日までの間に，供試鶏の一宵弾こ1ml  

中0．032から0．051単位が検出され，試験2  

区の500単位投与区でも授与開始2日目から5  

日目までの間に試験1区と同じように0．030か  

ら0．042単位が検出された．試験3区の20単  

位投与区において臥 すべての個体に検出されな  
かった．   

なお，試験1区・2区の検出幾度は検出限界に  

近い微量で検出された個体も表6に示すとおり毎   
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回検出されることはなく，また，全期間を通して  

検出されなかった個体も試験l区で40％，試験  

2区で50％あったことは，バシトラシソの腸管  

吸収性が悪い性質叫こ基づくものと推察される．  

要 約 ・ 考 察  

飼料添加剤バシトラシソの鶏卵への移行と血清  
中分布濃度を知るため．ケージ飼養の産卵鶏70  

羽を用い，1区10羽宛とし7区を設け，そのう  

ち4区を鶏卵への移行を試験するための採卵グル  

ープとし，うち3区を試験区，1区を対照区に区  

別した．残り3区は血清中の濃度を試験するため  

採血グループとし3区とも試験区とした．   

試験開始後7日間はバシトラシ′ン無添加の対照  

飼料を全区に給与した（準備期間）．その後，採  

卵グループ，採血グル←プとも試験1区は飼料1  

g中パシトラシソをl．000単位，試験2区は  

500単位，試験3区は20単位添加した試験飼  

料を，対照区はバシトラシソ無添加の対照飼料を  

7日間給与した（投与期間）．その後，対照飼料  

を7日間給与した（投与中止後試料採取期間）．   

試料としての鶏卵採取は，前述の全期間にわた  

って毎日午前11時30分，午後4時の2回集卵  

し，水洗練直ちに一20℃に保管した．血清は試  

験飼料投与期間中の各区供試鶏の半数から隔日に，  

2乃至3ml採血．血清を分離し－20℃に保管  

した．   

バシトラシソの定見は，平板円筒法による生物  

学的定量法により行った（検出限界：卵黄1g中  

0・15単位，卵白1g中0．10単位．血清1ml  

中0．025単位）．   

以上の方法で行った試験結果は下記のとおりで  
ある．  

1．産卵成績，飼料摂取量．体重など各区の間に  

差異は詑められなかった．  

2．試験期間中の全生産卵について／くシトラシソ  

の定量を行ったがいづれの試験区においても当該  

薬剤を検出することはできなかった．  

3，血清中のバシトラシソ濃度は，l．000単位  

区で投与開始2日目から5日目までの間に供試鶏  

の1部で0．032から0．051単位の微量が検出  

された．500単位区では投与開始2日目から5  

日日までの間に供試鶏の一部で0．031から0．042  

単位の微量が検出された．z o単位区ではいづれ  

の鶏にも検出されなかった．  

以上の成績から，1g中にパシトラシソ1，000  

単位を添加した飼料を給与した産卵鶏から生産さ  

れた鶏卵でもパシトラシソは検出されず．食品衛  

生法，食品添加物等の規格基軒）からみても食卵  

に供用してさしつかえないものと思われる．   

なお，飼料添加物公売許8）による抗生物質適応  

用塵は20ppm（0．84iu／g（飼料））以下と  

されているので，通常の配合飼料を使用している  

産卵鶏から生産される鶏卵は，食卵として何等支  

障はないものと推察される．   

食肉については．米沢らの報告6）から筋肉中の  

分布濃度は血中濃度の50％から70％と推測さ  

れるため．たとえ本試験の血中漁慶と岡見のバシ  

トラシソが筋肉中に存在したとしても第12回F  

AO／／WHO合同専門委貝会報告1）における本物  

賀の食肉内許容量0．71iu／gよりはるかに少な  

い含有量である．しかし，わが国の食品衛生法に  

もとずく規格基準7）では，散見でも食肉中に抗生  

物質を含有してはならないので．米沢の報告9）を  

参考とすれば投与中止後少くとも2日間は出荷し  

ないことが望しい．しかし，飼料1g中20単位  

以下の場合は投与期間中でも出荷してさしつかえ  

ないものと思われる．  
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